














































































































































先達倉橋惣三、精神分析家・心理学者のE.H. エリクソンや B. ベッテルハイム、現象学者


















































































































































































































































　Donald A. Schӧn（1983）The Reflective Practitioner : How Professionals Think in Action.
　Basic Books.	（D・ショーン、佐藤学・秋田喜代美　訳（2001）『専門家の知恵−反省的
実践家は行為しながら考える』ゆみる出版）
　Donald A. Schӧn（1987）Educating the Reflective Practitioner : Toward a New Design for 
Teaching and Learning in the Professions. Jossey-Bass.
4 　津守真『保育者の地平−私的体験から普遍に向けて』ミネルヴァ書房 1997 年










協働授業と省察」『帝塚山学院大学研究論集 . 文学部』41 巻 2006 年 pp.61-82.
・高橋早苗「反省的実践家の教育実践記録の意義と活用−実践記録カンファレンスを通し
て−」日本教育方法学会『教育方法学研究』第 33 巻 2008 年 pp.49-60.
・神長美津子「専門職としての保育者」『保育学研究』第 53 号第 1号 2015 年 pp.94-103.
・村井尚子「省察による保育観の問い直し～ALACT	モデルを用いた教育実習のリフレ
クションを通して～」『京都女子大学発達教育学部紀要』2019 年第 15 号 pp.69-80.
























紀夫・田中孝彦編『臨床教育学序説』柏書房 2002 年　pp.277-284.（補論、第 3章）
26　秋田「教師における『省察』概念の展開」p.451.	
27　安部恵美子・白川桂子「保育系短期大学卒業生の進路・キャリア形成と短大評価」『長
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としたD・ショーン（Donald Alan Schӧn,	1930-1997）の「反省的実践家（reflective 
practitioner）」の概念とその教育の方法を参考に、保育者養成のプログラムを検
討した。
　これらの考察から、｢子どもを学び、子どもに学び、ともに学ぶ｣ を教育課程
の理念とした教育プログラムを考案した。理論や技術を学ぶ「子どもを学ぶ」と、
それらを保育の日常で実践し試す「子どもに学ぶ」と、自らの実践を振り返り、
仲間とともに対話し発表することで省察する「ともに学ぶ」から成り立つプログ
ラムである。１年次から３年次の「子ども学フィールドワークⅠ・Ⅱ・Ⅲ」と４
年次の「子ども学研究ゼミナール」を中心に ｢子どもを学び、子どもに学び、と
もに学ぶ｣ という学びの循環を体得し、反省的実践力の基礎として、自ら課題を
見出し、問題を設定し、解決していく力、すなわち「反省的思考の習慣」を身に
付けることを目的としたプログラムである。
　次の課題は、これからの４年間で、このプログラムの有用性を検証していくこ
とである。
